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1  磯ふみ子，清水希，大久保篤志，大久保英梨子，伊藤沙織，本田祐一郎，本田純久，東登志夫：大学病院における急
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15  上田茜, 岩永竜一郎：学校版・感覚運動アセスメントシートの通常学級児のデータに基づく因子分析～運動面の結果

～ . 感覚統合研究 15: 33-40, 2015 
 
16  上田茜, 岩永竜一郎：学校版・感覚運動アセスメントシートの通常学級児のデータに基づく因子分析～感覚系の結果

～. 感覚統合研究 15: 41-50, 2015 
 
17  大杉紘徳, 村田伸, 村田潤, 古後晴基, 曽我部恵子, 大山美智江, 谷都美子：要介護高齢女性に対する化粧による介入

効果の検討 身体・認知・精神機能の視点から．日本早期認知症学会誌 8(2): 71-77, 2015 
 
18  古後晴基, 村田伸, 村田潤, 久保温子, 満丸望, 田中真一：幼児における体格と運動機能の性差および超音波画像法を

用いて計測した筋厚との関連．ヘルスプロモーション理学療法研究 5(3): 107-112, 2015 
 
19  大杉紘徳, 村田伸, 谷都美子, 曽我部恵子, 大山美智江, 古後晴基, 村田潤：定期的な化粧行動の有無による身体・認

知・精神機能の比較 要介護高齢女性における検討．日本早期認知症学会誌 8(1): 75-81, 2015 
 
20  古後晴基, 村田潤, 東登志夫：身体柔軟性と関節弛緩性における性差および関係性．ヘルスプロモーション理学療法

研究 4(4): 189-193, 2015 
 
21  中江秀幸, 村田伸, 甲斐義浩, 宮崎純弥, 相馬正之, 佐藤洋介, 村田潤：負荷方法の違いによる筋活動の比較 主動筋、

拮抗筋、遠位筋の筋活動分析．ヘルスプロモーション理学療法研究 4(4): 177-182, 2015 
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研究 4(4): 189-193, 2015 
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1  太田保之,福田健一郎,稲富宏之,田中悟郎：トラウマという視点からみた職場起因性ストレスと労災補償の現状．精神

医学 57(8): 636-648, 2015 
 
2  東登志夫：臨床家のための研究のすすめ 実践編(第 6 回) 臨床家と大学教員の協業(解説)．作業療法学 34(1): 23-28, 

2015 
 
3  中根秀之:（巻頭言）精神医学診断は誰のものか. 日本社会精神医学会雑誌 24(2): 110-111, 2015 
 
4  岩永 竜一郎：特集に当たって（特集 自閉スペクトラム症の感覚の問題-その実態と対処法）  Asp heart,  39(1): 8-11, 

2015 
 
5  岩永竜一郎：幼児期の不器用に着眼した発達支援における作業療法．チャイルドヘルス 18(6): 14-17, 2015 
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1  中根秀之, 田中悟郎：Ⅰ.臨床評価法総論 ⑦精神症状の評価法 1)健康調査ならびに精神科診断に関連した臨床評価. 
（山内俊雄, 鹿島晴雄 （編）：精神・心理機能評価ハンドブック, 中山書店, 東京, pp. 17-18 所収）2015 
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2  木下裕久, 中根秀之：Ⅶ.精神症状の評価法 A.健康調査ならびに精神科診断に関連した臨床評価[精神医学診断] ⑯精

神神経学臨床評価尺表(SCAN). （山内俊雄, 鹿島晴雄（編）：精神・心理機能評価ハンドブック, 中山書店, 東京, pp. 232-233
所収）2015 

 
3  中根秀之：第 2 章 疫学-国際的視点から. （水野雅文（編）：精神科臨床エキスパート外来で診る統合失調症, 医学

書院, 東京, pp. 10-17 所収）2015 
 
4  中村 龍文, 佐藤 克也：免疫症候群(第 2 版)-その他の免疫疾患を含めて- 臓器特異的自己免疫疾患 免疫性神経・筋

疾患 免疫性筋疾患 HTLV-1 関連脊髄症/熱帯性痙性不全対麻痺症(HAM/TSP)（解説/特集）.（日本臨床別冊免疫症候群

I pp. 93-97 所収）2015 
 
5  辻井正次監修，萩原拓，岩永竜一郎，伊藤大幸，谷伊織作成：感覚プロファイル．日本文化科学社，東京，2015 
 
6  辻井正次監修，萩原拓，岩永竜一郎，伊藤大幸，谷伊織作成：AASP 青年・成人感覚プロファイル．日本文化科学社，

東京，2015 
 
7  辻井正次監修，萩原拓，岩永竜一郎，伊藤大幸，谷伊織作成：日本版乳幼児感覚プロファイル ITSP．日本文化科学

社，東京，2015 
 
8  岩永竜一郎：感覚や運動のアセスメント（黒田美保監修：これからの発達障害のアセスメント．金子書房．東京．

pp.54-66）2015 
 
B-d 

1  中根秀之：HIV 感染血友病等患者の医療福祉と精神的ケアにおける課題と連携に関する研究（HIV 感染血友病等患

者の精神的ケアにおける課題と連携に関する研究）. 血液凝固因子製剤による HIV 感染被害者の長期療養体制の整備に関

する患者参加型研究，平成 26 年度厚生労働科学研究費補助金(エイズ対策研究事業)総括・分担研究報告，pp. 62-67, 2015 
 
2  佐藤克也：プリオン病のサーベイランス と感染予防に関する調査研究班 平成 26 年度総括・分担研究報告書 pp. 

23-49, 2015 
 
3  佐藤克也：プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関する調査研究班 平成 26 年度総括・分担研究報告書 pp. 33-41, 

2015 
 
B-e 

1  中根秀之：原爆被爆者における精神健康影響. 第 74 回日本公衆衛生雑誌 62(10): 68, 2015 
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2015 21 1 0 0 3 25 19 23 5 8 3 1 40 65

学会発表数一覧

A-a 合計 B-a 合計 総計

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 学会 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 学会

2015 3 0 13 16 9 4 16 29 45

論文総数に係る教員生産係数一覧

2015

Impact factor 値一覧

2015 43.7845 4.865 2.304

0.385 0.76 2.111

Impact factor 教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2.778

A-b B-b

 欧文論文総数

論文総数

教員生産係数

（欧文論文）

 SCI掲載論文数

欧文論文総数

教員生産係数

（SCI掲載論文）

 
 

 


